
各　位

　北陸銀行（頭取　庵栄伸）は、本店建物を有形文化財（建築物）に登録申請しており

ましたが、この程国より登録される運びとなりました。

　この制度は、文部科学大臣が有形文化財としての価値を認め、保存が特に必要とされ

るものを登録するもので、築後５０年を超える建築物がその対象となります。

　当行本店は、戦後の復興期から新たに飛躍を遂げてゆく時代に誕生し、郷土の発展と

ともに歴史を刻んでまいりましたが、そのことを象徴とする建物として、重厚ながらも

軽快な外観を現在に留めていることが評価されたものです。

　また、当建物の中央には、堤町通りと中央通りアーケードを結ぶコロネードと呼ばれ

る開放された通路があり、当行のお客さまだけでなく近隣の方々にも広く利用されてい

ます。

　今回の有形文化財の登録は大変名誉なことであり、深く感謝いたしますと共に、皆様

からより親しまれ、信頼される拠点造りを目指してまいります。

本店建物概要

１．建物名 北陸銀行本店

２．所在地 富山市堤町通り１丁目２番地９号、他

３．構造・規模 鉄骨鉄筋コンクリート造　地下２階、地上６階、塔屋３階建

４．最高高さ ３４．６ｍ

５．延べ床面積 １６，７７４㎡

６．竣工 昭和３６年１０月

７．その他 昭和３８年第４回建築業協会賞（ＢＣＳ賞）受賞

＜本件に対するお問い合わせ先＞

北陸銀行　経営管理部　総務Ｇ

TEL(076)423-7111

当行本店の有形文化財（建築物）の登録について

平成25年7月19日

株式会社　北陸銀行

本店建物外観 コロネード（正面より中央通りを見る）
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